
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じ
させず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。
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片
平
ゆ
う
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
ク
ラ
ブ

市
町
村

郡
山
市

会
員
数

29
名

連
絡
先

０
２
４
―
９
２
３

　

―
１
５
０
１（
代
表
宅
）
年
齢
構
成

60
歳
～
89
歳

活
動
内
容

卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

活　

動

場　

所

日　

時

郡
山
市
片
平
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
曜
日

（
原
則
、
セ
ン
タ
ー
使
用
可
能
な
日
）

午
前
９
時
～
12
時

代
表
者

大
野　

敬（
お
お
の
た
か
し
）

会　

費

２
，
４
０
０
円
／
年
間　

※
４
月
に
一
括
納
入

磐
梯
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

〈
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
（
卓
球
）
を
通
じ
て
〉

　

平
成
９
年
に
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
親
睦
を
図
り
健
康
寿
命
の
延
長
を

目
指
そ
う
と
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
本

会
で
あ
る
。
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
と
は
通
常

の
卓
球
で
使
用
す
る
球
（
直
径
40
㎜
）

よ
り
も
大
き
な
球
（
直
径
44
㎜
）
を
用

い
て
、
基
本
的
に
は
通
常
の
卓
球
と
同

じ
ル
ー
ル
だ
が
球
を
大
き
く
し
た
こ
と

で
打
ち
や
す
く
親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
。
夏
休
み
に
は
小
中
学
生
の

と
の
交
流
練
習
会
や
地
区
の
文
化
祭
へ

の
参
加
な
ど
、
枠
を
超
え
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

〈
料
理
を
通
し
て
育
む
町
民
の
健
康
〉

　
「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
住
民
の
健
康
づ
く
り

を
図
る
た
め
に
食
育
活
動
を
し
て
い
る

会
で
あ
る
。
平
成
14
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
化
し
た
後
も
、
磐
梯
町
の
任
意
団
体

と
し
て
町
の
事
業
や
会
独
自
の
事
業
な

ど
を
年
間
通
し
て
行
っ
て
い
る
。
毎
月

１
回
の
定
例
会
の
ほ
か
に
、
乳
幼
児
を

も
つ
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
離
乳
食

教
室
や
男
性
料
理
教
室
な
ど
、
子
供
か

ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

を
対
象
に
料
理
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

〈
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
が
生
み
出
す
親
し
み
や
す
さ
〉

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
口
を
揃
え
て
「
会

長
の
人
柄
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い

る
」
と
話
さ
れ
る
。
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
が

親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と

に
併
せ
、
会
の
方
針
と
し
て
皆
で
楽
し

む
こ
と
を
第
一
と
し
て
お
り
、
例
え
ば

練
習
開
始
後
の
30
分
間
は
会
員
全
員
が

当
た
る
よ
う
サ
イ
ク
ル
練
習
の
時
間
を

設
け
る
工
夫
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
。
高

齢
で
あ
る
が
ゆ
え
身
体
の
都
合
を
聞
き

な
が
ら
、
無
理
な
く
・
楽
し
く
・
笑
顔

で
続
け
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
本
会
の
良

さ
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
入
会
・
問

合
せ
に
つ
い
て
は
、
代
表
ま
で
。

〈
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
と
共
に
〉

　

12
月
下
旬
に
「
お
や
こ
料
理
教
室
」

が
行
わ
れ
た
。
計
31
名
の
参
加
者
が
各

班
に
分
か
れ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
寿
司
、
照

り
焼
き
れ
ん
こ
ん
バ
ー
グ
な
ど
を
作
っ

た
。「
こ
ら
ー
早
め
に
味
見
し
ち
ゃ
っ

て
る
の
は
だ
れ
だ
ー
」
な
ど
、
時
々
叱

ら
れ
な
が
ら
も
子
供
た
ち
は
会
員
の
皆

さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
調
理
を
し
て
い

た
。
そ
の
土
地
で
暮
ら
す
町
民
が
自
ら

地
域
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
の
も
と
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
料
理
教
室
で

あ
っ
た
。
入
会
・
問
合
せ
に

つ
い
て
は
、
町
の
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

市
町
村

磐
梯
町

会
員
数

33
名

連
絡
先
磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
２
４
２
―
７
３
―
３
１
０
１

年
齢
構
成

52
歳
～
78
歳

活
動
内
容

調
理

活　

動

場　

所

磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

代
表
者

鈴
木
正
子
（
す
ず
き
ま
さ
こ
）

日　

時

毎
月
１
回
（
第
３
又
は
第
４
木
曜
日
）

定
例
会　

ほ
か

今回お話を伺った皆さん。最前列左か
ら事務局長の小山征一郎さん、会長の
大野敬さん、副会長の齋藤弘さん。

自分のペースで楽しく続けること
が最も大切とされている。

練習の時間、会員全員が楽しく無
理なく続けられるよう、会長によ
る的確な指導もある。

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
寿
司
を
作

る
た
め
子
供
た
ち
は
鮭
を
一

生
懸
命
ほ
ぐ
し
て
い
た
。

会
長
の
鈴
木
正
子
さ
ん
は
、
本
会

に
携
わ
り
10
年
以
上
経
つ
。
き
っ

か
け
は
も
っ
と
食
の
知
識
を
つ
け

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

料理後の試食の時間。「今日の料理はどうだっ
た？」など楽しくおしゃべりをしながら食事が
すすむ。



〈毛戸元気高齢者を作る会について〉
　毛戸地区は川内村東部にあり東京電力福島第一原発から20キロ圏
内にある。平成26年、28年に避難解除となったが、若い世代は殆ど
帰還しておらず（１世帯のみ）高齢化率も高い。ただ、小さい地域
であるがゆえ親戚のような和気あいあいとしたいい雰囲気があり、震
災以降も相互の交流・親睦をより深めていきたいという機運がある。

〈町内会事業をとおして〉
　仕事をしている人も多い中で、取材日は会員全体の８割程度の参
加があった。この参加率の高さが会員の意識の表れであり、自分た
ちの手でこの地域を改めて動かしていこうという雰囲気があると会
長は話されていた。地域の防災については、若い人が避難している
ため地域に消防団員が少なく、また近くの消防署から当地区まで車
で20分かかることも
あり、より地元の安
心・安全のため地元
民の手で頑張ってい
きたいという意識が
感じられた。

〈昭和村小野川区会について〉
　昭和村は福島県の西部に位置し、昭和村全体においても主要産業となっているかす
み草の栽培や林業を営んでいる世帯も多い。また昭和村は超高齢過疎地であり、小
野川区においても同じ課題を抱えている。その一方でこの地域では、千年以上も続
いた「住民同士が支え合う温かい地域」という集落の歴史が色濃く残っている。だ
からこそこの地域が自分たちの代で終わらないよう、本地区においてもこの問題に
取り組んでいる。

〈浪江町との連携から生まれる昭和村の未来に向けて〉
　まずは若い世代の U ターンを目指す昭和村にとって、今コミュニティ
の再興を目指す浪江町の現状と重なる部分も多い。福島県内同士、お互い
の地域が学び合う意義は大きいという考えのもと、取材日は小野川区の町
民が実際に浪江町を訪れて視察や意見交換を行った。同じ生活を送るので
あれば将来へ繋げられるよ
う今この瞬間を大切に生き
ていくことが、ここにいる
者の責務であると区長の渡
部さんは話されていた。昭
和村も浪江町も将来に向け
て動き出している。

毛戸（もうと）元気高齢者を作る会

昭和村小野川区会

元気な町内会の活動報告（高齢者支え合いコミュニティ支援事業）

●発行元・問合せ先　社会福祉法人福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960－8141　福島市渡利字七社宮111番地　福島県総合社会福祉センター３階　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

　福島県では平成28年度から、元気な高齢者が身近な地域で社会活動に参加するきっかけをつくり、健康でいきいきと
生活している町内会の取組を支援しています。本年度の支援団体のうちから、いくつかの町内会をご紹介させて頂きます。

市 町 村 昭和村

連 絡 先
（昭和村役場　保健福祉課）
０２４１－５７－２６４５

町内会費 1,500円×12か月（18,000円）
代　　表 区長　渡部忠雄（わたなべただお）

加入世帯数 43世帯 所属人数 104名

市 町 村 川内村

連 絡 先
（川内村役場　保健福祉課）
０２４０－３８－２９４１

町内会費 1,200円／年
代　　表 会長　小林幹夫（こばやしみきお）

加入世帯数 18世帯 所属人数 25名

防
災
の
話
の
後
、
署
員
の
指

導
に
よ
る
消
火
器
訓
練
が
行

わ
れ
た
。
消
火
器
購
入
に
関

す
る
話
か
ら
、
そ
の
使
い
方

ま
で
様
々
な
質
問
が
出
て
い

た
。

（
右
）
会
長
の
小
林
幹
夫
さ

ん
、（
左
）
事
務
担
当
の
高

野
政
義
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ

た
。

取
材
日
は
富
岡
消
防
署
川
内

出
張
所
の
署
員
が
防
災
に
関

す
る
話
を
し
た
。

区
長
の
渡
部
忠
雄
さ
ん
に
お

話
を
伺
っ
た
。

11
月
下
旬
に
浪
江
町
で
花
卉

栽
培
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｊ
Ｉ
Ｎ
を
訪
れ
、
栽
培

の
様
子
を
見
学
し
た
り
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

11
月
に
下
郷
町
に
あ
る
大
内

宿
の
代
表
を
講
師
と
し
て
呼

び
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

学
ん
だ
。


